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＜参考＞ 

1．国際勧告等との関連 
本標準は、１９８８年ＣＣＩＴＴ総会において承認された勧告Ｉ.２２０に準拠している。 

 

2．上記国際勧告等に対する追加項目等 
2.1 オプション選択項目 

な し 

 

2.2 ナショナルマター項目 

な し 

 

2.3 上記国際勧告より削除した項目 

な し 

 

3．改版の履歴 
 

版 数 発  行  日 改 版 内 容 

第１版 平成 元年 ４月２８日 制 定 

 

４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 

 



ＪＴ－Ｉ２２０

目　　　次

1．概　要 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 1

2．回線モードベアラ及びテレサービスの動的記述 ･･･････････････････････････････････････････････ 2



- 1 - ＪＴ－Ｉ２２０

1．概　要

本標準は基本テレコミュニケーションサービスの動的記述について記述している。

サービスの確立／解放の方法に回線モードを用いた基本テレコミュニケーションサービスの動的記述を

２章で述べる。パケットモードの記述は今後の検討課題である。

動的記述はイベントの流れとサービスの各状態を時系列で表現し、エンドユーザに認識される関連サー

ビスの全ての可能な動作を規定する。

サービスがエンドユーザの視点で記述されるにしても、それの詳細がマンマシンインタフェース自体に

関連しているのではない。さらに、サービス記述は、網を一つものとして記述している。例えば、網内の

ノード間の情報の流れは記述されない。

エンドユーザに対するサービスの視点は、“ユーザ／網”相互作用と言う言葉で表現される。網内の動

作はエンドユーザへのサービス提供中に、ユーザ／網インタフェースにあらわれるイベント毎にＳＤＬ記

述則で記述される。

特殊な用語および“ユーザ／網”相互作用は付録Ａで提供される。ＳＤＬシンボルとその使い方の様な

動的記述の詳しい表現方法は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２１０でより詳細に述べられる。

注．回線モードの動的記述については、ベアラサービスとして－音声、3.1kHz オーディオ、非制限

ディジタル、そして、テレサービスは－電話、テレテックス、テレファックス４、ミックスモード

とビデオテックスが考慮されているが、ほかの項目については、今後の課題である。
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2．回線モードベアラ及びテレサービスの動的記述

（基本呼手順）

接　続

確　立

呼拒否呼確認

切　断

 /*ﾕｰｻﾞ A*/

切　断

要　求

切　断

要　求

切断確認

切　断

/*ﾕｰｻﾞＢ*/

切断確認

空

通信中

呼設定

要　求

空
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（基本交換手順

接続確立のマクロ定義）

発信呼確認

着信呼
着信呼確認

発信呼

接　続

確　立

呼拒否呼確認
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（基本交換

発信呼のマクロ定義）

注１－このイベントは、Ｓ／Ｔ参照インタフェース点で発生しうるイベントでありユーザインタフェー

スで折り返される。

要求の有効性

をチェック

発信呼

要求有効

はい

いいえ

リポート表示

（進行中）
注１原因表示を設定

切　断

呼拒否

相手先を

呼び出す

発信呼確認
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（基本交換手順

着信呼のマクロ定義）

  

  

原因表示を設定

着　信　呼

ルーティングが
成　功

いいえ

はい

はいユーザＢ
で存在している呼は

最大数か

呼設定表示

はい

‘呼を提供’

切　断

呼拒否

現在時刻＋応答時間

をタイマ１にセット

ユーザの応答を

待　つ

コール
ウェイティング
付加サービス

不成功

成功

Ａ

着信呼確認

いいえ

いいえ

ユーザＢ
で情報チャネル

獲得可能
いいえ

はい

コール
ウェイティング
が利用可能
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（基本呼手順

着信呼のマクロ定義）

注３－網によってはこの選択はオプションであり、

マルチポイントだとして制御する。

いいえ

ユーザの応答を

待　つ

ユーザの応答を

待　つ
注２

注３
ユーザＢが応答

したことを記録

リポート表示

(呼出中)

ユーザ応答

リポート要求

(呼出)

現在時刻＋未応答

タイマ２をセット

タイマ　１を

リセット

  /*応答タイマ*/

切断要求

タイマ　１を

再設定

/*応答タイマ*/

切　断

/*ユーザ*/

呼拒否

注２

呼設定応答

/*応答*/

タイマ　１を

再設定

/*応答タイマ*/

着信呼確認

回路スイッチを

接  続

接続完了

表  示

呼設定表示

/*応答*/

はい

呼拒否

切断要求

（理由）

ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾎﾟｲﾝﾄ

接続

はい

いいえ

タイマ　１を

リセット

/*応答タイマ*/

理由種別='UDUB'

Ａ

切　断

はい

理由種別に

'UDUB'を設定

切断表示

Ａ

呼拒否

タイマ　１

 /*応答タイマ*/

いいえ

理由種別に該当

端末なしを設定

切　断

切断表示

ＤＩＤ

のユーザの応答が

UDUB
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（基本呼手順

着信呼のマクロ定義）

応答ユーザＢの

識別子を記録

ユーザ

レスポンス

ユーザ

レスポンス

リソース解放

切断要求

（拒否）

ユーザ

レスポンス

呼出が端末からない時のみ

注２

呼拒否

切断要求

リセット (タイマ 2)

/*ﾉｰｱﾝｻﾀｲﾏ*/

切　断

/*ユーザＡ*/

切断確認

呼設定応答

/*アンサ*/

回線パス接続

リセット (タイマ 2)

/*ﾉｰｱﾝｻﾀｲﾏ*/

応答確認

/*アンサ*/

切断表示

解放表示

タイマ２

/*ﾉｰｱﾝｻﾀｲﾏ*/

理由値設定

切　断　中

呼拒否

着信呼確認

リポート要求

（呼出）
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（基本呼手順

着信呼のマクロ定義）

タイマ３

/*保持タイマ*/

切断中

ビジー

いいえ

現在時刻＋
保持タイマ３

設定

ビジー

切断表示

網で
呼情報保持可能

か？

はい

Ａ

解放要求注２

呼のリソース

解　放

空

/*データ保持*/

呼拒否

不成功

着信呼確認

付加サービス

要　求

付加サービス
マクロ

/*ＣＣＢＳ*/

成功

呼拒否

不成功

付加サービス

要　求

付加サービス

/*ＣＣＢＳ*/

成功

タイマ３

/*保持タイマ*/

保持データ廃棄

呼拒否
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（基本呼手順

切断／＊ユーザＡ＊／，切断／＊ユーザＢ＊／のマクロ定義）

切　断

/*ユーザＡ*/

切断表示

解放表示

切　断

解放要求

リソース解放

注２

注２

切断確認

切　断

/*ユーザＢ*/

切　断

リソース解放

解放要求

切断表示

解放表示注２

注２

切断確認
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（基本呼手順

切断中マクロ定義）

注２　本イベントはＳ／Ｔ参照点で発生しうるが、ユーザインタフェースには影響しない。

切断中

切断中

リソース解放

解放要求

切断表示

注２

呼拒否
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付属資料Ａ：ユーザ・ネットワークの相互動作に関する用語

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２２０に対する）

呼設定　　サービス要求に関するユーザ・ネットワークインタフェースを介しての相互動作

リポート　ユーザ端末の機能の呼び出し、非ＩＳＤＮ網接続またはルーチングプロセスに関するユーザ・

ネットワークインタフェースを介しての相互動作

接　続　　回線接続の完了に関するユーザ・ネットワークインタフェースを介しての相互動作

切　断　　切断したユーザまたはユーザＢと接続できない（例えばビジー）ユーザＢに関するユーザ・

ネットワークインタフェースを介しての相互動作

解　放　　呼番号あるいはチャネルのような呼／コネクションに関係するリソースの解放に関するユー

ザ・ネットワークインタフェースを介しての相互動作

ＮＤＵＢ　網で決定されるユーザビジー

ＵＤＵＢ　ユーザで決定されるユーザビジー


	　　



